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１１１１．．．．まえがきまえがきまえがきまえがき    

 眼球運動は，生物の生存上非常に重要な機構である．中

でも視運動性眼振(OKN)は，視野全体が動いた時に視界のブ

レを抑える為の機構であり，ヒトをはじめとし，哺乳類だ

けでなく，魚類にも備わった眼球運動である．水平方向と

垂直方向に起こるOKNに関する研究は盛んに行われており，

その特性は良く知られている(1)．水平性 OKN では，被験者

に刺激を提示すると，眼球速度が次第に上昇し，やがて頭

打ちとなる．その後刺激を停止すると現れる後眼振(OKAN)

では，眼球速度は次第に減少していく．OKN ならびに OKAN

発生中は，刺激方向と逆向きに自己運動錯覚が生じること

も知られている．一方，回旋性の OKN に関する研究はあま

り進められておらず，未解明の部分が多く残されている．

その背景には，回旋性眼球運動の高精度計測が困難である

という問題があったが，最近この問題を解決する手法を，

本研究室で開発した(2)． 

 本研究では，これまで計測が困難であった，ヒトの回旋

性 OKN に着目し，その特性を評価した．同時に，回旋性眼

球運動と回転錯覚の関係を評価した． 

２２２２．．．．実験実験実験実験    

２２２２．．．．１１１１    回転刺激提示実験回転刺激提示実験回転刺激提示実験回転刺激提示実験    

 回旋性 OKN を誘発するために，被験者にランダムドット

の時計回り回転刺激(角速度 40 deg/s)を 63 秒間提示し，そ

の後OKANを評価するために，刺激を消失させ暗視野とした．

この時，被験者の眼球運動を眼球回旋撮影装置（NEWOPTO 

ET-60-L）により撮影した．また，手元スイッチにより，被

験者に回転知覚に関する内省報告を行わせた． 

２２２２．．．．２２２２    左右眼異方向刺激提示実験左右眼異方向刺激提示実験左右眼異方向刺激提示実験左右眼異方向刺激提示実験    

 左右の各眼に上下反対向きの垂直方向視覚刺激を与えた．

左眼は上向き，右眼は下向きに 40 deg/s とした．視覚刺激

以外の実験環境は 2．1と同様である． 

３３３３．．．．結果結果結果結果    

 回転刺激提示実験に参加した被験者７名の結果を図 1 に

示す．水色が各被験者の OKN ならびに OKAN，赤色がそれら

の加算平均である．OKAN 区間では，水平や垂直方向 OKAN

の場合と異なり，OKN 区間で誘発された眼球回旋方向とは逆

方向に眼球運動が現れていることがわかる．またこの時，

多くの被験者において，回転錯覚の消失タイミングが，眼

球回旋運動の停止タイミングまたは回旋速度の正負が反転

するタイミングと一致していた(図 2)． 

 
図 1 回旋性 OKN，OKAN 特性 

水色: 被験者 7人のデータ，赤色: 加算平均 

 
図 2 回転錯覚消失(t=0)と眼球回旋停止の一致例(n=4) 

 
図 3 左右眼異方向刺激時に誘発される回旋性眼球運動例 

 

 左右眼異方向刺激提示実験では，刺激は垂直方向へ動く 

のみで，回転成分は持たないにもかかわらず，回旋性眼球

運動が現れた．図 3 は，右眼に下方向刺激，左眼に上方向

刺激を与えた時の結果であり，眼球には時計回りに回旋運

動が現れている． 

 

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 本研究では，これまで瞳孔径が大きく変化する条件では

困難とされてきた回旋性の眼球運動を高精度に計測する手

法(2)を用いて，ヒトの回旋性視運動性眼振(OKN)と後眼振

(OKAN)の特性を評価した．同時に主観的に知覚される回転

錯覚を記録し，眼球運動と錯覚の関係を評価した．その結

果，回旋性 OKAN は直前の OKN とは異なる方向に起こり，か

つ回転錯覚の消失と同時に回旋性眼球運動が停止すること

を発見した．また，左右の各眼に異なる垂直刺激を与えた

実験では，刺激は回転成分を持たず，回転錯覚も生じない

にもかかわらず，眼球には回旋運動が現れることが示され

た．これらの結果は，錯覚によって引き起こされる回旋性

眼球運動の存在や，左右眼で相反する垂直性視覚刺激の組

み合わせが視覚－眼球運動変換過程では回転刺激と解釈さ

れることを示唆するものである． 
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